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第
九
十
九
条
の
二
第
四
項
第
二
号
ハ
及
び
ニ
中
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二
第
十
一
号
」
を
「
第
百
十
七
条
の
二
の
二

第
十
二
号
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
三
第
一
項
中
「
及
び
第
二
項
に
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
に
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
及
び
第

二
項
並
び
に
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
及
び
」
に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
四
第
二
項
中
「
以
内
に
」
の
下
に
「
第
百
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
診
断
書
を
提

出
し
た
場
合
そ
の
他
認
知
機
能
検
査
等
を
受
け
る
必
要
が
な
い
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
を
除
き
、
当
該

期
間
内
に
」
を
加
え
、「
が
行
つ
た
認
知
機
能
検
査
」
を
「
又
は
第
百
八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同

項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
が
行
つ
た
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
第
三
項

第
二
号
中
「
も
の
」
の
下
に「（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基

準
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
前
項
」
を
「
第
二
項
」
に
、「
認
知
機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る
年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
普
通
自

動
車
対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の
に
限
る
。）

前
号
に
定
め
る
事
項
並
び
に
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内

に
同
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
、
当
該
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
日
時
及
び
場
所
そ
の
他
当
該
運
転
技
能
検
査
等
に
係
る
事
務
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要

な
事
項

第
百
一
条
の
四
中
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
免
許
証
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
で
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
に
お
け
る

年
齢
が
七
十
五
歳
以
上
の
も
の
（
普
通
自
動
車
対
応
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
普
通
自
動
車
等
の
運

転
に
関
す
る
こ
の
法
律
及
び
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
並
び
に
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
並
び
に
重

大
違
反
唆
し
等
及
び
道
路
外
致
死
傷
に
係
る
法
律
の
規
定
の
遵
守
の
状
況
を
勘
案
し
て
普
通
自
動
車
等
を
運
転
す
る

こ
と
が
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も

の
に
限
る
。）は
、
更
新
期
間
が
満
了
す
る
日
前
六
月
以
内
に
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
又
は
第
百

八
条
の
三
十
二
の
三
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
同
項
の
運
転
免
許
取
得
者
等
検
査
を
行
う
者
が
行
つ
た
運
転
技
能
検

査
等
を
受
け
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

公
安
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
運
転
技
能
検
査
等
を
受
け
た
者
で
当
該
運
転
技
能
検
査
等
の
結
果
が
普
通

自
動
車
等
を
運
転
す
る
こ
と
が
支
障
が
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
も
の

に
対
し
、
第
百
一
条
第
六
項
又
は
第
百
一
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
免
許
証
の
更
新
を
し
な
い
こ
と

が
で
き
る
。

第
百
一
条
の
七
第
一
項
中
「
よ
り
認
知
機
能
検
査
」
を
「
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
認

知
機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
よ
り
認
知
機
能
検
査
」
を
「
よ
り
認
知
機
能
検

査
等
」
に
、「
当
該
認
知
機
能
検
査
」
を
「
当
該
認
知
機
能
検
査
等
」
に
、「
お
い
て
受
け
た
認
知
機
能
検
査
」
を
「
お
い

て
受
け
た
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、「
同
項
の
規
定
に
よ
り
受
け
た
認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
」を
削
る
。

第
百
二
条
第
一
項
中
「
よ
り
認
知
機
能
検
査
」
を
「
よ
り
認
知
機
能
検
査
等
」
に
、「
当
該
認
知
機
能
検
査
」
を
「
当

該
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、「
診
断
書
」
の
下
に「（
同
項
に

規
定
す
る
診
断
書
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
者
が
同
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
を
診
断
し
た
も
の
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同

項
第
二
号
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
認
知
機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
号
と

し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
認
知
機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
行
う
」

を
「
行
い
、
又
は
そ
の
者
に
対
し
公
安
委
員
会
が
指
定
す
る
期
限
ま
で
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
要
件
を
満
た
す
医
師
の

診
断
書
を
提
出
す
べ
き
旨
を
命
ず
る
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
六
章
第
五
節
中
第
百
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
基
準
該
当
若
年
運
転
者
の
受
講
義
務
）

第
百
二
条
の
三

特
例
取
得
免
許
（
第
八
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
十
九
歳
か
ら
大
型
免
許
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け
た
大
型
免
許
若
し
く
は
十
九
歳
か
ら
中
型
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該

当
し
て
受
け
た
中
型
免
許
又
は
第
九
十
六
条
第
五
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
十
九
歳
か
ら
第
二
種

免
許
の
運
転
免
許
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
該
当
し
て
受
け
た
第
二
種
免
許
を
い
い
、
政
令
で
定
め
る
も

の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）を
現
に
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
特
例
取
得
免
許
を
最
初
に
受
け
た
日
か
ら
二
十
一
歳

に
達
す
る
ま
で
の
間
（
特
例
取
得
免
許
を
受
け
て
い
な
い
期
間
及
び
二
十
歳
に
達
し
た
日
以
後
特
例
取
得
免
許
の
う

ち
中
型
免
許
の
み
を
受
け
て
い
る
期
間
を
除
く
。
以
下
「
若
年
運
転
者
期
間
」
と
い
う
。）に
自
動
車
等
の
運
転
に
関

し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為

を
し
、
当
該
行
為
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
も
の
（
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に

掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ

の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を

し
、
当
該
行
為
が
第
百
四
条
の
二
の
四
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
者
を
除
く
。
以

下
「
基
準
該
当
若
年
運
転
者
」
と
い
う
。）が
、
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該

通
知
を
受
け
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
た
期
間
（
講
習
を
受
け
な
い
こ
と
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い

理
由
が
あ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
期
間
か
ら
当
該
事
情
の
存
す
る
期
間
を
除
い
た
期
間
）
が
通
算
し
て
一
月
を
超

え
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
同
号
に
掲
げ
る
講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
前
条
」
を
「
第
百
二
条
の
二
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
覚
せ
い
剤
」
を
「
覚

醒
剤
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
又
は
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中

「
前
条
」
を
「
第
百
二
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
百
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
若
し
く
は
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
若
し
く
は
第
六
号
」
に
改
め
る
。

第
百
四
条
の
二
の
三
第
一
項
中
「
同
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を
「
こ
れ
ら
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
認

知
機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
、「
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
認
知

機
能
検
査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
前
条
」
を
「
第
百
二
条
の
二
」
に
、「
認
知
機
能
検

査
」
を
「
認
知
機
能
検
査
等
」
に
、「
第
三
項
ま
で
」
を
「
第
四
項
ま
で
」
に
改
め
、同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
若
年
運
転
者
期
間
に
係
る
取
消
し
）

第
百
四
条
の
二
の
四

第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て

講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特

例
取
得
免
許
（
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
又
は
こ
の
法
律
の

規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
同
条
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ

た
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、中
型
免
許
を
除
く
。）を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四
号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
者
が
当
該
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間

が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の
間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の

規
定
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特
例
取
得
免

許
（
当
該
行
為
が
当
該
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達
し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、

中
型
免
許
を
除
く
。）を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

公
安
委
員
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
特
例
取
得
免
許
を
取
り
消
そ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
処
分
に

係
る
者
が
そ
の
住
所
を
他
の
公
安
委
員
会
の
管
轄
区
域
内
に
変
更
し
て
い
た
と
き
は
、
当
該
処
分
に
関
す
る
第
六
項

本
文
に
お
い
て
準
用
す
る
第
百
四
条
の
意
見
の
聴
取
を
終
了
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
速
や
か
に
現
に
そ
の
者
の
住

所
地
を
管
轄
す
る
公
安
委
員
会
に
内
閣
府
令
で
定
め
る
処
分
移
送
通
知
書
を
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
処
分
移
送
通
知
書
の
送
付
を
受
け
た
公
安
委
員
会
は
、
第
百
八
条
の
三
の
三
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け

た
者
が
第
百
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
て
講
習
を
受
け
な
い
と
認
め
る
と
き
又
は
第
百
八
条
の
二
第
一
項
第
十
四

号
に
掲
げ
る
講
習
を
終
了
し
た
者
が
当
該
講
習
を
終
了
し
た
後
若
年
運
転
者
期
間
が
経
過
す
る
こ
と
と
な
る
ま
で
の

間
に
自
動
車
等
の
運
転
に
関
し
こ
の
法
律
若
し
く
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
若
し
く
は
こ
の
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
処
分
に
違
反
す
る
行
為
を
し
、
当
該
行
為
が
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
つ
た

と
き
は
、
そ
の
者
が
受
け
て
い
る
特
例
取
得
免
許
（
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
時
点
に
お
い
て
二
十
歳
に
達

し
て
い
る
者
に
あ
つ
て
は
、
中
型
免
許
を
除
く
。）を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
処
分

移
送
通
知
書
を
送
付
し
た
公
安
委
員
会
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
の
特
例
取
得
免

許
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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